










System　以下NIS)、共同荘瀧システム(Communal Irrigation System :以下
CIS)、私的荘概システム(Private Irrigation System '蝣以下PIS")の3つに大






























































enduring Common-Poo! Resources '蝣CPR)の設計原理とFreeman (1989,1992)
の渡概用水割当て制度(Distributional Share System)の理論を適用すること
とする。











































受益者が自らの組織 を作る権利が外部の政府機関か ら異議 を唱えられないO













一方、 Freeman (1989、 1992)によれば、水利用者組織(WUA)が効果的
で公平な水管理を行い、藩概システムが成功するためには表2に示す6つ
の不可欠な条件(Essential Characteristics)があるというoその中でも港漉用













1. 'Jー ダ-が コスモポ リタンでな く、地 元住 民か ら遺出 されてい る0
2. リー ダI と磯貝が中央政府で な く地元 のメ ンバ 】に責任 を負 うO
3.用水の配分が受益者の果 たす義務 に応 じて与え られるO =割当て制度 (Share System)
4-用水配分において 上流下流の格差が是 正されてい る0 =割当て制度 (ShareSystem)
5. メン′てIが水資源 を制御す る度 合いが 高いO
















Local Organizations for Social Development: Concepts and Cases of Irrigation
Organization, 1989] [Freeman, Creating a Supportive Policy Environment for


















































ォH* 形 式 計 画延 長 (km) 実 延 長 (km) 計 画 分水 工 実 分 水 工
幹線 水 路 コ ンク リー ト水 路 3.12 i 6
LB 土 水路 1▼68 3.2 3 33
LBI J_*K 0…76 12
LB2 土 水路 2.16 ^^
LC ア * H 3.6 7 29
LD +.*サ 3▼78 7 26
LDl J_fcK 0.66 1▼9 2 21



























































































































































































NO 役 職 者 氏 名 支 線 水路 FIG バ ラ ンガ イ ポ ロ ック 備 考
1 FIG1長 X LB l 7 Ⅹ
水 利魁 合 長 の妹
の 夫
2
副 水 利 組 合
長 Mr.NN LBl 1 Z Ⅹ
水 利組 合 長 の弟 0
2001年 2003年
水 利範 合 長0
3
水 利組 合 長 .
F1G2長
Mr.II LB2 2 Z 4
水 利組 合 長 。
1993年 ～
4 会 計役 Ms.AAA LB2 2 Z Ⅹ 2001年 ～
5 監 査役 Mr.BBB LB2 2 Z 4
水 利組 合 長 の
い とこ
6 FIG3長 Mr.WW LB2 3 Z Ⅹ
7 FIG 4長 Mr.XX 幹 線水 路 4 P Ⅹ 水 管理 人
s 帳 簿係 M s.CCC 幹 線 水路 4 P Ⅹ
夫 が水 利 組 合長
の 妻 の親 戚 0
2000年～
9 FIG5長 Mr.YY LB 5 Z北 部 6
請 求係 Mr.QQ の
兄 0 反対 派 閥0
2003年～
10 請 求係 Mr.QQ LB 5 Z北 部 6
反 対 派 閥 1998
年 ～書 記 1999
年 ～ 書記 .請 求
係 、2003年 ～請
求 係 。
ll FIG6長 MrRR LR 6 Z北 部 6 反対 派 閥
12 」 t Ms.ZZ 幹 線 水路 7 P 5
夫 が 水 利観 合 長
の親 戚 2003年











荘 瀧 受 益 面 接 受 益 面 積 比
受 益 面 積 比 に
応 じ た B0D 割
当 て 教
実 BOD/役 職 水 路 別 爽 用 水 配 分
ha (% ) 者 人 数 (% ) 比 (% )
1 24.0119 6. 2.09 2(15.4) 16.6(LBl)
2 2 3099 14.3 1.86 3(23.0) 29.2(LB2)
3 20.5528 3.8 I.79 1 7.7)
4 30一7334 20.5 2…67 2 15.4) 54.2(LB,幹 線 水 路 )
5 27.0052 18. 2.35 2 15…4)
6 5.2369 10ー2 1.33 1 7.7
7 10▼4590 70 091 2 15.4)
































































































































































































































































































































バ ラン ガ イ名 受 益 音 数 受 益 者 の割 合
1サ ン トロサ リオ
16名 (ピ タ ウ ガ
ン 1名 を含 む)
ll.0%
2 h'JA- 33名 22.8%
1 プ サ オ 70名 48.3%
4 ア ガ ハ イ 26名 17.9%

































































バランガイ名 受益者教 受益者の割合 B0Dの人数 B0Dの割 当て (%)




2 トリル 33名 22.( 4名 26.7%
3 プサオ 70名 48.3% 6& 40.0%
4 アガハイ 26名 17.9% 3名 20.0%
合計 145名 100% 15名 100%
出所:筆者作成
轟9　BATS水利組合のBOD (1998年時点)
N0 役 職 名 バ ラ ンガ イ名 バ ラ ンガ イ役 職 備 考
1 BOD サ ン トロサ リオ 元 バ ラ ンガ イ長
2 BOD ピ タ ウガ ン 元 バ ラ ンガ イ議 員 サ ン トロサ リオ に含 む
3 水利 組 合 長 * ト リル バ ラ ンガ イ長 Mr.MMM、代 々バ ラ ンガ イ長
4 BOD トリル 元 バ ラ ンガ イ議 員
5 BOD トリ,i, バ ラ ンガ イ議 員
6 BOD トリル バ ラ ンガ イ議 員 Mr.MMM の い と こ
7 倉庫 番 '蝣-It--)- 蝣?
嚢 の 父が 元 バ ラ ンガ イ長 、
Mr.MMM の 「右 腕 」、 1992年
役 職創 設 ～
s BOD プ サオ バ ラ ンガ イ会 計役 夫 が バ ラ ン ガイ議 員
9 BOD "蝣'-*蝣i 前 バ ラ ンガ イ長
10 BOD プ サオ バ ラ ンガ イ長
父 が 元バ ラ ンガ イ長 、書 記 の
夫
lt 会計 役 ブサ オ 前 バ ラ ンガ イ議 員
12 書記 * -'蝣ォー+ 蝣t l
小 学 校教 師 、 夫が バ ラ ンガ イ
S -BOD
13 副水 利 組 合 長 * ア ガハ イ バ ラ ンガ イ長
14 監査 役 ア ガハ イ 元 郡 議 員 父 、 祖 父が 元 バ ラ ン ガ イ長














































































































































































































































































































































































































































































1) NISは通常1000ヘクタール以上、 cTSは通常1000へククー)i,未満、 pISは個
人所有の藩政システムである。














Agahay、 Toril、 Santo Rosarioの4つの頭文字をとってBATS水利組合という
名称になった。
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